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対アンゴラ協力の基本方針

　 →「持続可能な経済開発」と「人間の安全保障」

① 産業の多角化とインフラ整備
非石油分野（農業・水産業・製造業等）の発展

経済・社会インフラ整備を通じた産業基盤の強化

地雷除去の促進により地域開発や社会復興の後押し

② 多層的な人材育成
鉱物資源・農林水産業・工業等の産業分野を対象

　　　とした能力強化

教育・職業訓練等への支援を通じた人材開発

③ 人間の安全保障
保健医療サービスの質の向上とアクセス拡大

公衆衛生・防災・災害対応に対する支援

SDGs達成への貢献

協力の特徴
オールジャパン：大使館＋JICA＋民間企業の連携

パ ー ト ナ ー シ ッ プ 重 視 ： ア ン ゴ ラ 政 府 の 国 家 開 発 戦 略

（Ango la  2050・国家開発計画2023 -2027）と連動

T ICAD８概要
アフリカの共創の場として、2022年8月にチュニスで開催

（48か国首脳級出席）

「アフリカと共に成長するパートナーとしての日本」とし

て、「人への投資」を重視するアプローチの下、「官民合わ

せて今後3年間で総額300億ドル規模の資金の投入」、「30万

人の人材育成」等のコミットメントが表明された。

発表された主なプレッジ
人材育成：産業・保健・教育等の分野で30万人を育成

グリーン投資：40億ドルのアフリカ・グリーン成長イニシ

アティブ

開発金融：AfDBとの協調融資 最大50億ドル

保健・公衆衛生：アフリカにおける三大感染症対策・保健

システム強化、  グローバル・ファンド（ GF）への最大

10 .8億ドルの拠出

食料安全保障：農業分野で20万人育成＋3億ドル協調融資

地域安定化：汚職対策を含む司法・行政分野の制度構築・

ガバナンス強化のための4600人の人材育成



南 部 送 電 系 統 増 強 事 業

円 借 款 ／ 3 9 1 億 円
ル バ ン ゴ 市 と ナ ミ ベ 港 を 結 ぶ 新 た な 送 電 イ ン フ ラ の

整 備 に よ り 、 南 部 地 域 へ の 安 定 的 な 電 力 供 給 を 確 保

す る 円 借 款 事 業 。 鉱 物 資 源 の 輸 出 促 進 、 地 域 産 業 の

振 興 、 お よ び イ ン フ ラ 基 盤 の 強 化 を 通 じ て 、 ア ン ゴ

ラ の 産 業 多 角 化 と 経 済 発 展 に 貢 献 す る 。

7 月 ● 日 に 交 換 公 文 署 名 。

ナ ミ ベ 湾 包 括 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト

民 間 投 資 ・ 官 民 連 携 ／ 約 7 0 0 億 円
サ コ マ ー ル 港 の 鉄 鉱 石 輸 出 タ ー ミ ナ ル 再 建 と ナ ミ ベ 港

の コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル 拡 張 を 通 じ 、 南 部 地 域 の 産 業 多

角 化 ・ 雇 用 創 出 ・ 輸 送 効 率 向 上 に 貢 献 。 J B I C 及 び 民

間 金 融 機 関 に よ る 協 調 融 資 の 下 、 豊 田 通 商 及 び 東 亜 建

設 工 業 が 実 施 す る 「 質 の 高 い イ ン フ ラ 」 輸 出 の 代 表 事

例 。 2 0 2 1 年 に 開 始 、 2 0 2 5 年 8 月 に 完 工 予 定 。

🟧日 本 企 業 　🟨  J B I C ・ 民 間 金 融 機 関 地 雷 除 去 計 画 ／ 無 償 資 金 協 力
約 9 0 万 ド ル （ 2 0 2 2 年 以 降 ）
T I C A D 8 以 降 、 ク ワ ン ザ ・ ス ル 州 、 ベ ン ゴ 州 、 モ シ コ
州 に お い て 、 地 雷 除 去 を 行 う N G O 団 体 を 対 象 に 資 金 協
力 を 実 施 。 ま た 、 国 立 地 雷 除 去 セ ン タ ー に 対 し て 日 本
製 の 地 雷 除 去 機 材 を 供 与 。 こ れ ま で に 、 日 本 は 地 雷 除
去 分 野 で 総 額 約 2 8 0 0 万 ド ル 、 計 4 3 件 の 協 力 を 実 施 。

東 部 地 域 稲 作 振 興 プ ロ ジ ェ ク ト
技 術 協 力 ／ 約 7 . 2 億 円
ル ン ダ ・ ス ル 州 及 び モ シ コ 州 で 、 稲 種 子 の 生 産 体
制 強 化 、 稲 作 技 術 普 及 、 優 良 種 子 生 産 モ デ ル 構 築
を 支 援 。 内 戦 で 衰 退 し た 稲 作 を 復 興 し 、 米 の 輸 入
依 存 か ら の 脱 却 と 農 家 の 収 入 向 上 を 目 指 す 。

地 上 デ ジタ ル テ レ ビ 放 送
移 行 プ ロ ジ ェ ク ト ／ 技 術 協 力
日 本 方 式 （ I S D B - T ） へ の 移 行 を 支 援 す る た
め 、 全 国 地 上 デ ジ タ ル 放 送 マ ス タ ー プ ラ ン を 更
新 。 多 言 語 ・ 字 幕 ・ 防 災 情 報 な ど 、 多 様 な 情 報
提 供 を 可 能 と し 、 国 民 の 情 報 ア ク セ ス 向 上 と 周
波 数 帯 の 有 効 活 用 を 実 現 。 放 送 イ ン フ ラ 整 備 を
通 じ 産 業 活 性 化 に も 貢 献 。 ま た 、 ル ア ン ダ 本 局
を 整 備 し 、 2 0 2 5 年 に は 試 験 放 送 を 実 施 予 定 。

ウ イ ラ 州 干 ば つ 緊 急 給 水 ポ ン プ
支 援 ／ 国 連 補 正 ／ 約 4 4 万 ド ル
干 ば つ が 深 刻 化 す る ウ イ ラ 州 1 4 市 4 3 地 点
に 、 U N O P S と 連 携 し て 給 水 ポ ン プ 4 3 基 と
貯 水 タ ン ク 1 5 基 を 緊 急 供 与 。 住 民 約 ● 万 人
の 水 ア ク セ ス 改 善 と 衛 生 環 境 強 化 に 貢 献 。

🟦 J I C A 　 🟥日 本 大 使 館 　🟧日 本 企 業 （ 協 力 準 備 調 査 ）

産 業 の 多 角 化 と イ ンフ ラ整備

🟥日 本 大 使 館 　🟧日 本 企 業 （ 機 材 調 達 ）

🟥日 本 大 使 館 　🟪 U N O P S

🟦 J I C A

🟥日 本 大 使 館 　  🟦 J I C A



Ｍ Ｅ Ｘ Ｔ 国 費 留 学 生 制 度 ／ 奨 学 金 制 度
文 部 科 学 省 （ M E X T ） が 実 施 す る 国 費 留 学 生 制 度 に

よ り、 優 秀 な 外 国 人 学 生 を 日 本 に 招 へ い し 、 学 部 ・

大 学 院 で の 学 習 と 生 活 を 支 援 。 アン ゴ ラ か ら は こ れ

ま で 3 3 名 が 渡 日 し 、 日 本 で の 経 験 を 活 か し て 帰 国

後 、 各 分 野 で 活 躍 。 両 国 の 友 好 と 協 力 の 基 盤 を 築

いて い る 。

🟥日 本 大 使 館 　  🟪 M E X T

学 校 建 設 ／ 草 の 根 無 償 資 金 協 力
約 2 3 . 4 万 ド ル （ 2 0 2 2 年 以 降 ）
T I C A D 8 以 降 、 ウ ア ン ボ 州 、 ル ア ン ダ 州 に お い
て 、 初 等 教 育 の 教 室 整 備 、 校 舎 建 設 、 ス ク ー ル バ
ス 供 与 等 を 実 施 。 こ れ ま で 日 本 は 草 の 根 無 償 資 金
協 力 に お い て 教 育 分 野 で 総 額 約 2 0 0 万 ド ル 、 計 2 0
件 の 協 力 を 実 施 。

A B E イ ニ シ ア ティ ブ ／ 奨 学 金 制 度
ア ン ゴ ラ を 含 む ア フ リ カ 5 4 か 国 の 若 者 を 対 象 に 、

日 本 の 大 学 で の 修 士 課 程 と 日 本 企 業 で の イ ン タ ーン

機 会 を 提 供 。 産 業 人 材 の 育 成 と 日 ア フ リ カ 経 済 の 架

け 橋 づ く り を 目 的 と し た 人 材 育 成 プ ロ グ ラム 。 アン

ゴ ラ か ら は こ れ ま で に 3 人 が 参 加 。 ま た 、 S D G s グ

ロ ー バ ル リ ー ダ ー 育 成 制 度 も 展 開 し 、 産 業 人 材 育 成

と 日 ア フ リ カ 経 済 の 架 け 橋 づ く り を 後 押 し 。

職 業 訓 練 校 運 営 管 理 ア ド バ イ ザ ー
専 門 家 派 遣
豊 田 通 商 グ ル ー プ と 連 携 し て 設 立 さ れ た 「 ト
ヨ タ ア ン ゴ ラ ア カ デ ミ ー 」 の 成 果 を 基 盤 に 、
J I C A は 、 雇 用 ・ 職 業 訓 練 庁 ( I N E F O P ) に 対
し て 自 動 車 整 備 コ ー ス の 運 営 管 理 に 特 化 し た
ア ド バ イ ザ ー を 派 遣 。 訓 練 校 運 営 の 制 度 化 ・
標 準 化 を 支 援 し 、 自 動 車 整 備 分 野 の 全 国 的 な
人 材 育 成 と 雇 用 促 進 に 貢 献 。

不 正 資 金 ・ 租 税 犯 罪 対 策 能 力 強 化 プ ロ ジ ェ ク ト

国 連 補 正 ／ 1 0 0 万 ド ル
ア ン ゴ ラ に お け る 不 正 資 金 流 出 や 租 税 犯 罪 ・ 密 輸 行 為 防 止 を 目 的

に、 検 察 庁 、 資 金 情 報 機 関 （ F I U ） と 国 税 庁 （ A G T ） の 能 力 強 化 、

専 門 摘 発 チ ーム 設 立 、 官 民 連 携 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し 、 計 5 0 0 人

超 を 育 成 予 定 。 透 明 性 と ガ バ ナ ン ス を 向 上 さ せ 、 安 全 ・ 公 平 な ビ ジ

ネ ス 環 境 を 整 備 す る U N O D C 案 件 。（ ワ ー ク シ ョ ッ プ 実 施 地 　 ）

協 力 経 済 社 会 開 発 計 画 （ 鉱 物 資 源 機 材 ）
無 償 資 金 協 力 ／ 4 . 4 億 円
ア ン ゴ ラ 地 質 研 究 所 （ I G E O ） の 探 査 ・ 分 析 能 力 強 化 を
目 的 に 、 車 両 、 3 D ス キ ャ ナ ー 、 ハ イ パ ー ス ペ ク ト ル カ メ
ラ 、 ド ロ ー ン 等 の 最 新 調 査 機 材 を 供 与 。
探 査 技 術 向 上 と 人 材 育 成 を 通 じ て 、 鉱 物 資 源 分 野 の 発 展
と 産 業 多 角 化 を 支 援 。 2 0 2 3 年 3 月 の 日 ・ ア ン ゴ ラ 首 脳 会
談 で 表 明 さ れ た 「 人 へ の 投 資 」 を 具 体 化 す る 案 件 。

🟦 J I C A 　 🟧日 本 企 業

2 0 2 5 年 度 国 費 留 学 生

🟦 J I C A

🟥日 本 大 使 館 　🟪 U N O D C

多 層 的 な 人 材 育 成

🟥日 本 大 使 館

🟥日 本 大 使 館



プ ラ イ マ リ ヘ ル ス ケ ア 施 設 に お け る 妊 産

婦 ケ ア の 質 改 善 プ ロ ジ ェ ク ト

技 術 協 力 ／ 約 4 億 円
ウ ィ ラ 州 ・ ウ ア ン ボ 州 の プ ラ イ マ リ ヘ ル ス ケ ア 施 設

で 、 妊 産 婦 ケ ア の 質 向 上 、 人 材 育 成 、 コ ミ ュ ニ ティ 啓

発 を 推 進 。 先 行 プ ロ ジ ェ ク ト で 開 発 さ れ た 母 子 健 康 手

帳 を 活 用 し 、 研 修 や 機 材 供 与 を 通 じ て 施 設 分 娩 率 向 上

と 母 子 の 健 康 改 善 に 貢 献 。

経 済 社 会 開 発 計 画 （ 救 急 車 供 与 ）
無 償 資 金 協 力 ／ 3 億 円
地 方 部 で 医 療 ア ク セ ス が 不 足 す る ア ン ゴ ラ に
対 し 、 小 型 救 急 車 2 0 台 な ど を 供 与 。 新 型 コ ロ
ナ 対 応 を 含 む 感 染 症 対 策 と 保 健 医 療 体 制 を 強
化 し 、 住 民 の 命 を 守 る 基 盤 づ く り を 支 援 。 日
本 の 人 間 の 安 全 保 障 ・ U H C 戦 略 を 具 現 化 。

経 済 社 会 開 発 計 画 （ ジ ョ シ ナ ・ マ シ ェ ル 病

院  医 療 機 材 整 備 ）

無 償 資 金 協 力 ／ 2 億 円
アン ゴ ラ 最 大 の 総 合 病 院 に 耳 鼻 咽 喉 科 治 療 ユ ニ ッ ト や 人

工 呼 吸 器 付 き 麻 酔 器 を 整 備 し 、 1 日 約 7 5 0 人 の 外 来 患 者

と 6 0 0 床 の 入 院 患 者 が 裨 益 。 過 去 に も J I C A を 通 じ 約 4 0

億 円 規 模 で 2 件 の 整 備 計 画 を 実 施 してお り、 O D A に よる

継 続 支 援 で 診 療 ・ 手 術 環 境 の 強 化 を 後 押 し 。
ア ン ゴ ラ に お け る エ ル ニ ー ニ ョ へ の 緊 急
栄 養 支 援
国 連 補 正 ／ 約 2 7 万 ド ル
エ ル ニ ー ニ ョ に よ る 干 ば つ が 深 刻 化 す る ベ ン ゲ ラ 州
で 、 U N I C E F へ の 資 金 提 供 を 通 じ 、 5 歳 未 満 児 約 4 万
人 の 栄 養 状 態 ス ク リ ー ニ ン グ と 2 千 人 へ の 重 度 消 耗 症
治 療 、 3 . 5 万 人 の 保 護 者 へ の 栄 養 指 導 を 実 施 。 合 計 約
7 . 5 万 人 の 栄 養 改 善 と 子 ど も の 生 命 維 持 に 貢 献 す る 。

ア ン ゴ ラ ・ ナ ミ ベ 州 に お け る 食 料 安 全 保
障 、 生 計 、 保 健 へ の 介 入 を 通 じ た レ ジ リ
エ ン ス の 構 築
国 連 補 正 ／ 約 5 6 万 ド ル
ナ ミ ベ 州 ビ レ イ 市 ・ カ ム ク イ オ 市 で 、 I F R C へ の 資 金 提
供 を 通 じ 、 干 ば つ 被 災 1 0 0 0 世 帯 へ の 食 料 支 援 、 小 規 模
農 家 へ の 農 業 研 修 ・ 資 機 材 供 与 、 栄 養 教 育 や コ ミ ュ ニ
テ ィ キ ッ チ ン 運 営 を 実 施 。 人 間 の 安 全 保 障 の 観 点 か
ら 、 住 民 の 健 康 と 生 計 の レ ジ リ エ ン ス 強 化 に 貢 献 。

🟥日 本 大 使 館 　🟪 I F R C

🟥日 本 大 使 館 　🟪 U N I C E F

🟥日 本 大 使 館

🟦 J I C A

人 間 の 安 全 保 障

🟥日 本 大 使 館 　🟧日 本 企 業 （ 機 材 調 達 ）

🟦 J I C A



案 件 実 施

情 報 共 有

協 調 融 資

e t c

貿易、投資、経済
連携

要 望 調 査

政 策 協 議

二 国 間 約 束

草 の 根 資 金 協 力

e t c

日 本 国 大 使 館

日 本 企 業国 際 機 関

無 償 資 金 協 力

技 術 協 力

円 借 款

e t c

2 0 2 4 年 7 月

日 ア ン ゴ ラ 投 資 協 定 発 効

投 資

ビ ジ ネ ス

人 材 育 成

e t c

活 動 促 進

3 0 年 以 上 の 信 頼 関 係 を 土 台 に 、 日 ・ ア フ リ カ 、 国 際 社

会 が 抱 え る 諸 課 題 に つ い て 、 日 ・ ア フ リ カ 双 方 の 繁 栄

や 変 革 に つ な が る 革 新 的 な 課 題 解 決 策 を 共 に 創 り 上

げ 、 分 断 ・ 対 立 に あ る 国 際 社 会 を 協 調 に 導 く べ く 、 ア

フ リ カ 諸 国 と の 更 な る 連 携 強 化 を 目 指 す 。

経済

人材育成、文化外交

社会

アフリカの取り組みを
後押し、紛争予防・平
和の定着

平和と安定

連 結 性 の 強 化

若 者 ・ 女 性 の 活 躍

官 民 連 携

包 括 的 な グ ロ ー バ ル ガ バ ナ ン ス

" C o - c r e a t e  I n n o v a t i v e  S o l u t i o n s  

w i t h  A f r i c a "

多 様 な アクタ ー に よ る 連 携 T I C A D 9 へ の 期 待


